
茨城大学人文社会科学部 

後 援 会 総 会 

日時：平成 30 年 6 月 16 日(土)13 時 00 分 

場所：人文社会科学部 講義棟 10 番教室 



本 日 の 日 程 

進行：蓮井誠一郎（副学部長）

Ⅰ．学部長挨拶 内田  聡  人文社会科学部長

Ⅱ．特別講演  

「変わり続ける社会を念頭に置いた学生の就職活動   資料 1 

～保護者の皆様が出来ること～  」

(株 )リクルートキャリア  菅野 E

か ん の

A AE智 E

と も

AAE文 E

ふ み

A 氏

・・・  休  憩  ・・・

Ⅲ．総  会

1. 後援会長挨拶  池田 靖子

2. 同窓会長挨拶    土田 惣一

3. 議長選出 内田 聡（学部長）

4. 平成 29 年度事業・決算報告 内田 聡（学部長）

5. 監査報告 藤田絹代（監事）

6. 平成 30 年度役員選出 内田 聡（学部長）

7. 平成 30 年度事業・予算審議 内田 聡（学部長）

8. 大学・学部の近況 内田 聡（学部長） 資料 2 

9. 就職状況・支援状況報告 山田桂子（学生委員長）

10. 学生の教育・研究活動報告

『メジャーやコースにおける企業研修の位置づけについて』 資料 3 

AE浅山 E

あさやま

A AE沙 E

さ

AAE葵 E

き

A（学部研究生  平成 30 年卒・社会科学科）

AE大江 E

お お え

A AE棋子 E

き こ

A（社会科学科 3 年） A E田村 E

た む ら

A AE優 E

ゆ

AAE衣 E

う

A（社会科学科 3 年）

『地域の文化財を守り、語り継ぐ「集中曝涼」』 資料 4 

AE作間 E

さ く ま

A AE亮 E

か つ

AAE哉 E

や

A（文化科学専攻 2 年）

Ⅳ．保護者相談会  講義棟 2 階

２５演習室：現代社会学科  

２６演習室：法律経済学科・社会科学科  

２７演習室：人間文化学科・人文ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科
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「変わり続ける社会を念頭に置いた

学生の就職活動 

～保護者の皆様が出来ること～  」

(株)リクルートキャリア 菅野 智文 氏

Ｐｒｏｆｉｌｅ 

菅野 智文（かんの ともふみ） 

◆ 大学（法学部）卒

◆ 2002年 4月(株)リクルート入社

◆ 入社以来、一貫して人材領域を担当

・クライアントへの新卒、中途採用の提案営業

・弊社契約代理店へのスーパーバイジング

・新卒就職活動イベントの商品企画、集客企画

・キャリア支援サービスの商品企画

◆ 2018年 4月に現職に異動（「リクナビ副編集長」に再任）
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平成 29年度事業・会計

Ⅰ．加入状況 

1年生  265/377名 70％   2年生  276/427名 65％ 

3年生  270/415名 65％ 4年生  275/411 名 67％    合計 1,086名 

Ⅱ．事業・会計報告 

（１）収入の部 7,268,384 円 

※前年度繰越金 4,605,334円、会費収入 2,660,000円、寄附金 3,000円、利息等収入 50円

（２）支出の部 1,700,556 円 

１）運営費 461,711 円（理事会，総会経費等） 

２）事業費    1,238,845 円 

１.学生の教育研究活動支援費   390,230円 

２.学生の就職活動支援  0円 

３.学生の地域貢献活動支援 280,525円 

４.学生の生活向上支援   0円 

５.その他 568,090 円 

※災害時用飲料水，防災毛布

３）差引残高 5,567,828 円（次事業年度経費） 
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平成 29年度事業・学生支援一覧 

区　分 事　項 備　考 金　額

1 H29.5.18 保護者との連携事業 総会開催通知 葉書、切手 23,760

2 H29.5.18 保護者との連携事業 総会開催通知 ラベル用紙 6,800

3 H29.5.19 保護者との連携事業 総会開催通知 郵送料 131,810

4 H29.6.14 保護者との連携事業 総会開催通知 切手 574

5 H29.6.16 保護者との連携事業 総会運営費
役員交通費
学生発表謝礼

52,000

6 H29.6.22 その他 学部長裁量経費 イベント経費等 100,000

7 H29.8.29 保護者との連携事業 後援会HP作成用ソフト 46,253

8 H29.9.19 保護者との連携事業 後援会HP作成用ソフト 12,740

9 H30.2.7 保護者との連携事業 後援会加入案内等の印刷費 87,774

461,711

事　業　費

区　分 事　項 備　考 金　額

1 H29.4.11 その他 人文社会科学部設置記念式典に係る経費 式典用花 20,000

2 H29.6.14 その他 防災用品 非常用飲料水 35,250

3 H29.7.14 学生の教育研究活動支援 「協同組合論」実地見学バス雇い上げ
学生39名
（肉用牛研修農場）

65,560

4 H29.7.14 その他 防災用品 毛布150枚 465,000

5 29.07.14 学生の地域貢献活動支援 復興とリーダーシップ研究会参加交通費補助 学生2名 10,000

6 H29.8.29 学生の教育研究活動支援 経済学・経営学コースゼミ企業研修バス雇い上げ
学生74名
（日立建機外）

188,380

7 H29.9.19 その他 慶弔金 学生 10,000

8 H29.9.29 学生の教育研究活動支援 人文社会科学部学生と学部長との懇談会に要する経費 1年次学生19名 12,600

9 H29.10.25 その他 防災用品 非常用飲料水 37,840

10 H29.10.25 学生の地域貢献活動支援 文化財保護（集中曝涼）の資料保存用品購入費 52,704

11 H29.10.25 学生の地域貢献活動支援 文化財保護（集中曝涼）の資料保存用品購入費 37,314

12 H29.10.28 学生の教育研究活動支援 経済政策論ゼミ活動交通費補助 学生5名 25,000

13 H29.10.31 学生の教育研究活動支援 異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ実践演習バス雇い上げ
学生30名
（JICAつくば）

73,360

14 H29.11.22 学生の教育研究活動支援
インフラツーリズム・ワークショップへ
参加のための交通費補助

学生4名 20,000

15 H29.11.22 学生の地域貢献活動支援 歴史・文化遺産コースﾊﾞｽ雇い上げ
学生80名
（鹿島神宮）

180,507

16 H29.11.22 学生の教育研究活動支援 「茨城の歴史と風土」受講のための交通費補助
学生30名
（茨城県立歴史館）

5,330

1,238,845

合　　計 1,700,556

支出日

計

計

運　営　費

支出日
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平成 30年度事業・予算 
Ⅰ．加入状況 

1年生  359/374名 96％ 2年生  265/377名 70％ 

3年生  276/427名 65％    4年生  270/415 名 65％    合計 1,170名 

Ⅱ．事業・予算 

収入の部 9,207,828円 

会 費  3,640,000円 

繰越金   5,567,828円 

事業・予算作成における方針 

１．基本事項 

  対象は学部学生とし，個人配分より団体配分を優先する。 

  学生支援は、当該年度の入会費収入の８割を上限として事業計画を行う。ただし、平成３０年度は

繰越金の還元を図るため、１０割上限とする。 

２．査定基準等 

(1) 本来，大学予算（教育経費）で負担すべきものには配分しない。

(2) 原則として，飲食等及び備品等への配分は行わない。

(3) 授業の学外活動、ゼミ合宿、ゼミＯＢＯＧ会、課外活動などの交通費等について、１人あたり、

3,500円を限度として、１年度１回に限り補助する。 

(4) 海外留学の支援として旅行雑費（保険加入等）の一部（5,000 円以内）を援助対象とする。ただ

し，交流協定等に基づく留学学生を優先とし，国際交流委員会で取り扱うこととする。 

(5) 領収書・受領書等のない支出への支払いは行わない。

(6) 学生個人を対象とした支援は，同一の学生に対する支援は 4年間を通じ 1万円以内とする。

３．その他 

(1) 支援を受けた事業が終了した場合は，必ず，終了報告書（任意様式）に参加者名簿，参考印刷物，

広報として使用できる画像データ（10枚程度）等を添付し，1週間以内に事務部へ報告するものと

する。前年度における終了報告がない事業に関する支援は行わない。 

(2) 学部ホームページでの公開が可能な場合は，企画・広報委員会へ情報を提供すること。

(3) 見学，実習，地域貢献活動等の事業実施の際に，教職員が同行する場合がある。
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平成 30年度人文社会科学部後援会費事業申請一覧 
事業区分 申請者 事　項 対象者 配分額

総会開催経費 100,000

学部長リーダーシップ経費 100,000

後援会新ホームページ制作費 300,000

事務費 100,000

600,000

古賀純一郎 研究発表コンペへの交通費 11人 38,500

村上信夫 研究発表コンペへの交通費 20人 31,500

西野由希子
井上拓也

授業・プログラム実施に係るバス雇上げ 50人 120,000

牧　良明 ゼミ合宿（北海道）への交通費 10人 35,000

寺地幹人 ゼミ合宿（福島）への交通費 4人 14,000

付　月 ゼミ合宿（北海道）への交通費 21人 73,500

石井宏典 ゼミ合宿（未定）への交通費 14人 49,000

佐々木　啓 ゼミ合宿（北海道）への交通費 10人 35,000

佐々木　啓 茨城の歴史と風土　茨城県立歴史館への交通費 28人 33,600

内田　聡 ゼミ・ＯＢＯＧ会（東京）への交通費 15人 52,500

髙井美智明 メジャー基礎ゼミナール、企業研修実施に係る費用 60人 210,000

今村一真 ゼミ合宿（東京）への交通費 20人 70,000

井上拓也 協同組合論　学外研修実施に係るバス雇上げ 45人 160,000

馬渡　剛 復興とリーダーシップ研究会への交通費 3人 10,500

田中耕市 メジャー基礎ゼミナール　大洗巡検実施に係るバス雇上げ 87人 66,000

鈴木敦
神田大吾

プロジェクト演習実施に係るレンタカー代金 48人 91,000

神田大吾
鈴木敦

人文社会科学部地域志向教育プログラム・ホームページ制作費 100,000

佐々木　啓 つくば市周辺の史跡、文化遺産の視察に係るバス雇上げ 90人 190,000

学生懸賞論文支援費（主催：同窓会、後援会） 100,000

1,480,100

ＯＢ・ＯＧ懇談会開催費 30,000

30,000

常総市シンポジウム開催に係る支援経費 150,000

大子町シンポジウム開催に係る支援経費 150,000

佐々木　啓 地域史シンポジウム開催に係る学生ボランティア活動支援費 97人 97,000

佐々木　啓 文化財保護（集中曝涼）の資料保存用品購入費 40人 91,380

488,380

Ｂ・Ｃ棟の湯沸室の浄水器及び電子レンジの更新 276,497

教室等設備更新 400,000

676,497

防災用品（毛布・アルファ米・非常用水等） 800,000

800,000

4,074,977

その他

合　計

学生の教育
研究活動支
援

保護者との
連携事業

学生の就職
支援活動

学生の生活
向上支援

学生の地域
貢献活動
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６．平成 30年度後援会役員（案） 

【役 員】 

幹 事 石 井 利 男 人文社会科学部事務長 
特別会員 
会則第 16条第 2項 

幹 事 鈴 木 章 史 文理・人文学部同窓会副会長 
特別会員 
会則第 16条第 2項 

《参考》 茨城大学人文社会科学部後援会会則（抜粋） 

（役 員） 

第７条 本会に，会員中より次の役員を置く。 

（１） 会 長   １名 

（２） 副会長   ２名 

（３） 理 事  若干名 

（４） 監 事   ２名 

（役員の選出） 

第８条 役員の選出は，次によって行われる。 

（１） 会長は，理事の互選により選出する。

（２） 副会長は，会長の推薦により理事の中から選出する

（３） 理事は，総会で選出する。

（４） 監事は，会員の中から会長が委嘱する。

（庶 務） 

第１６条 本会の事務は，茨城大学人文社会科学部後援会事務局において処理する。 

２ 本会の事務を処理するため，幹事若干名を置き，会長が委嘱する。 

役 職 氏   名 職  名  等 備   考 

会 長 長 岡   徹 保護者(人文ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 4年） 
正会員 
会則第 7条第 1号 

副会長 堀 直 彦 保護者(人文ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 3年） 
正会員 
会則第 7条第 2号 

副会長 内 田   聡 人文社会科学部長 
特別会員 
会則第 7条第 2号 

理 事 安 嶋 達 也 保護者（法律経済学科 2年） 
正会員 
会則第 7条第 3号 

理 事 芳 賀 康 史 保護者（現代社会学科 1年） 
正会員 
会則第 7条第 3号 

理 事 田 中   裕 茨城大学評議員(副学部長) 
特別会員 
会則第 7条第 3号 

理 事 土 田 惣 一 文理・人文学部同窓会長 
特別会員 
会則第 7条第 3号 

監 事 藤 田 絹 代 文理・人文学部同窓会 
特別会員 
会則第 7条第 4号 

監 事 堀 江 利 行 文理・人文学部同窓会 
特別会員 
会則第 7条第 4号 

【幹 事】 
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後援会の事業活動及び本学の教育研究活動に関しましては，ホームページで公開して 

参ります。是非ご覧願いただき，ご意見ご希望をお聞かせ願います。 

人文社会科学部 

http://www.hum.ibaraki.ac.jp/ 

人文社会科学部後援会 

http://www.hum.ibaraki.ac.jp/kouenkai/ 

https://ja-jp.facebook.com/hum.ibaraki/ 

文理・人文学部同窓会 

http://dousoukai.hum.ibaraki.ac.jp/ 

茨城大学人文社会科学部後援会

〒310-8512 水戸市文京２－１－１ 
茨城大学人文社会科学部事務部

電話 029-228-8104 FAX029-228-8199 
ﾒｰﾙ hum-somu@ml.ibaraki.ac.jp
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人文社会科学部の近況人文社会科学部の近況

学部長 内田聡

２
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地域志向教育プログラムでのPBL学外実習の成果の1つ

024
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卒業後の進路（過去3年間）

『日本経済新聞』（ 2017年8月21日）の社説

茨城大も今春、地域貢献をめざして人文社会科学部を新設し
た。学生に複数の専攻を持たせ、視野の広い人材を育てる。
文科省は少子化に対応して人文系学部の縮小を求めている

が、先手を打って大学自身が改革に乗り出した。

本学部には、茨城はもちろんのこと全国から大きな期待があ
ります。
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•

•

•

•
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地域の⽂化財を守り、
語り継ぐ「集中曝涼」

作間亮哉（⼤学院⼈⽂社会科学研究科⽂化科学専攻）

1

20180616 茨城⼤学⼈⽂社会科学部後援会総会

地域の誇る「お宝」披露会

2

・保存 ⾐類・書籍などを陰⼲しし、⾵を通して、
かびや⾍を防ぐこと。「⾍⼲し」とも。

・観光 お寺や神社などが、年に１度、所蔵する
⽂化財を⾍⼲しし、周辺にお住まいの⽅や
お客様にお披露⽬する。

★地元で守り、伝えられてきた⽂化財に接し、そ
の⼤切さを再確認する場

曝涼（ばくりょう）とは？

４
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3

2017年10⽉21-22⽇
常陸太⽥・常陸⼤宮市
指定⽂化財集中曝涼

2017年10⽉28-29⽇
かさま⽂化財公開

2017年11⽉4-5⽇
かすみがうら市
指定⽂化財⼀⻫公開

３週連続で
県内で⽂化財を公開
→ 茨⼤⽣の活躍

4 「お宝」を学び、語る
歴史・⽂化遺産コースの学⽣を中⼼
に、ボランティアで⽂化財の解説

⇒事前に地元の歴史や⽂化財について調べて、
その内容と意義を⼀般の⽅にわかりやすく伝える

国指定重要⽂化財の解説昔話に花が咲く若い世代も⼀緒に
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〜解説の準備〜

・解説、案内⽤のパネル作り
・事前の勉強会 など

7

直牒洞（常陸太田市）

・正⾯に阿弥陀如来座像と
左右に観⾳・勢⾄⽴像

・浄⼟宗の第7祖、聖冏上⼈
が戦乱を逃れるために⾝
を隠したといわれる

写真は⾹仙寺ホームページから引⽤

「浄⼟宗中興の祖」が10年籠った
地域のシンボル

県指定⽂化財5
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7 笠間時朝と笠間六体仏（笠間市）

鎌倉御家⼈随⼀の
リタレイト（⾼度な教養⼈）が

遺した仏像群

・楞厳寺 千⼿観⾳菩薩⽴像
・岩⾕寺 薬師如来⽴像
・弥勒教会 弥勒如来⽴像

(いずれも国指定重要⽂化財)

→他にも京都 三⼗三間堂に寄進

・地元の⽅たちと協⼒し、地域の歴史を次代へ伝えていくという活動

〜集中曝涼での活動を経て〜
・「地域の歴史に興味が出た」などの声を頂き、地域の魅⼒を地元の⽅、⼀般の⽅が
再発⾒する場となっていることがわかった。

☆楞厳寺遠景☆

8

・⾃分たちの勉強したことを⼈に伝え理解していただく難しさ、地元の⽅から教え
ていただく新しい歴史の発⾒と驚き

⇒この活動を今後も繋げていきたい
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おわり

2018年度も開催します！ぜひお越しください！
常陸太⽥市・常陸⼤宮市：10⽉下旬
かすみがうら市：11⽉初旬

後援会から多⼤なご⽀援をたまわりましたこと、
深くお礼申し上げます。
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１） MS WORD文字カウント機能でスペースなしの字数、図表は字数に含めない。

２） 論文であるので、資料に基づき、出典を明記する。

３） WEB利用の場合は、出典(URL、運営主体、アップ日、閲覧日)を明記する。

４） ウィキペディアは、参考文献として認めない。

人文社会科学部ホ ムペ ジ 同窓会会報 マスコミ紙で公報掲載する予定です

第２回から第４回の懸賞論文は、人文図書室で閲覧が出来ます。

人 文 社 会 科 学 部

第 ５ 回 学 生 懸 賞 論 文 募 集

記

対 象 学 生  人文社会科（人文）学部学生・大学院生

（研究生・科目等履修生は、応募対象となりません。）

論  題 いま一番関心のあるテーマ （自由論述、未発表のものに限る。）

応 募 方 法 論文表紙 表紙に「テーマ名」、学生番号、名前、電話番号を明記

  字  数 １・２年生（５，０００字以内） 

３年生以上（１０，０００字以内）

Ａ４判横書き、４０字×３５行

論文要旨 ５００字程度の論文要旨を貼付

募 集 期 間 ２０１８年１０月１７日（水）～１０月３１日（水）

原 稿 提 出 先 人文社会科学部総務係（A棟１階 A１０４）

選 考 審 査 人文社会科学部長はじめ外部委員を含む選考委員会で審査

発 表 ・ 表 彰 式 応募者に直接通知し、１２月中旬に表彰式を開催

賞 金 最優秀賞（１０万円１名） 優秀賞（５万円２名程度） 佳作（２万円若干名）

お 問 合 せ 人文社会科学部総務係（A１０４） 同窓会事務室（B２０６）

主 催 人文社会科学部、後援会、文理・人文学部同窓会

学生懸賞論文は、２０１０年に茨城大学文理・人文学部同窓会が第１回の募集を行い、

その後、隔年毎に開催しています。

２０１８年は、第５回学生懸賞論文を人文社会科学部・後援会・同窓会が共催し下記

により募集します。

参考資料
参考資料
李参
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